
【経緯】 
 「通級による指導」※を受ける児童生徒数は年々増加している状況であり、児童生徒数の増加 
 に対応した教師の質の担保が喫緊の課題となっています。 
 ※学校教育法施行規則第140条に基づく、通常の学級に在籍する障害のある児童生徒が、各教科等の大部分の授業を通常の学級で 
    受けながら、一部の授業について、障害に応じた特別の指導を特別な場で受ける教育形態。（小・中学校はＨ5年度、高校はＨ30年 
    度から制度化） 

 文部科学省では、「通級による指導のガイドの作成に関する検討会議」（H31.2~R2.3） 
 における検討を踏まえ、初めて担当する教師にとって分かりやすく、手に取りたいと思うガイドを 
 目指し、標記のガイドを作成しました。 

第１章 通級指導を担当するに当たって 
第２章 通級指導の１年間の流れ 
第３章 実践例 
第４章 知っておきたい基本事項・用語 

【作成のポイント】 
○専門用語を避け、平易で簡潔な説明とする。 
○イラスト、図を活用。既存の参考資料等をQRコードで紹介。 
○16の実践例を紹介。 
○動画資料（２例）を作成。
 

※ガイドでは、読みやすさの観点から、「通級による指導」を「通級指導」と表記している。 

（保護者面談の様子） （子供の指導の様子） 

※ガイドは文科省ＨＰで公開 
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 「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」の作成－② 

 制度の解説ではなく、どのような意識で通級指導の担当に
あたれば良いのかを伝える。また、通級指導が、利用する子
供や保護者にとって、どのような場となるのか、イメージしやす
いように伝える。 

○専門用語を避け、平易で簡潔な説明とする。 
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 「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」の作成－③ 

 目で見て分かりやすい内容とするため、イラストや図を活用
し、また、既存の資料に記載がある事項については、適宜、
QRコードでリンクを掲載する。 

○イラスト、図を活用。 
  既存の参考資料等をQRコードで紹介。 
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 「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」の作成－④ 

○16の実践例を紹介。（保護者面談時の対応、 
  教材や教具の準備について など） 
○動画資料を作成（QRコードで紹介）。 
 

-4- 

１  まず、担当する子供について知りたい！保護者との面談の前にどこから情報を集めればい
いんだろう？子供のどんなところを見ればいいんだろう？  

２  初めて通級指導に通う子供（本人）やその保護者との面談は、何に気をつけ、どのように
進めたらいいんだろう？ 

３  子供（本人）やその保護者の願いや思いを知るには、どんな機会があるのだろう？   
４  指導目標、指導内容、指導方法は、個別の指導計画にどの程度、具体的に示せばいい
んだろう？また、どうやって、それらを決定すればいいんだろう？   

５  年間の指導スケジュールをどんなふうに立てればいいんだろう？    
６  １単位時間の授業計画は、どんなふうに立てればいいんだろう？  
７  決まった教科書はないというけれど、教材や教具は、どうしたらいいんだろう？  
８  準備した課題に、なかなか取り組むことが難しい子供には、どんな対応をすればいいんだろ
う？  

９  補習をやるところではないけれど、教科の内容を活用できないかな？  
10  通級指導を、在籍学級での各教科等の指導に、どんなふうに活かしていけるかな？ 
11 そろそろ運動会の時期だ。学校行事を上手く活用できないかな？   
12  担当している子供が、最近、通級指導を欠席したり、遅刻したりすることが多くなってきて
いる。どうしたらいいんだろう？  

13  担当している子供について、ケース会議を行うことになった。何を準備すればいいんだろう？  
14  担当している子供が、放課後等デイサービスを利用している。そこでは、どんなことをして過
ごしているんだろう？知りたいな。    

15  そろそろ年度末。次年度の通級担当に、何を、どうやって引き継げばいいんだろう？ 
16  担当している子供は、もうすぐ中学生。中学校には、どう引き継げばいいんだろう？  

 各実践例において、Qに対して、 
(1)対応する際のポイント (2)具体的な実践例  を示す。 
※一部の実践例について、よりイメージを持ちやすいように、動
画資料を作成（QRコードで紹介。） 



（令和２年３月末時点） 
石隈 利紀  東京成徳大学大学院 心理学研究科長・教授                      
蒲田 紀孝  長崎県教育センター教育支援研修課特別支援教育研修班 指導主事         
川嶋 栄子  世田谷区立笹原小学校 主任教諭                        
小貫 悟     明星大学心理学部心理学科 教授                       
酒井 昌史  千葉県教育庁教育振興部特別支援教育課 課長                 
酒井 康年    社会福祉法人からしだね うめだ・あけぼの学園 副園長・作業療法士 
         一般社団法人日本作業療法士協会 常務理事                

◎ 宍戸 和成  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 理事長           
長瀬 和美  練馬区立旭丘小学校 主任教諭 
野口 晃菜  株式会社LITALICO、LITALICO研究所 所長    
本田 秀夫  信州大学医学部子どものこころの発達医学教室 教授                   
三嶋 和也  千葉県立船橋夏見特別支援学校 主幹教諭                 
吉成 千夏  豊島区立池袋本町小学校 主幹教諭       (◎：座長、氏名５０音順、敬称略) 

 

＜オブザーバー＞ 
笹森 洋樹  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 発達障害教育推進センター センター長  
西牧 謙吾  国立障害者リハビリテーションセンター 発達障害情報・支援センター センター長 

 

＜事務局＞ 
  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 
 

 「通級による指導のガイドの作成に関する検討会議」委員名簿 
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